
総枚数 ページ研 究 業 績 報 告

↓ ↓○ 研究業績報告の書き方
（氏 名）農 林 太 郎 （ ○－１ ）

研究実施機関及び期間 研 究 業 績 発表の時期及び方法 共同研究者

○ 業績整理区分 ○○○○研究所 Ⅰ．・・・・・・に関する研究 ←
自昭和○年○月○日 研究業績は，優れて重要度の高い順から記載

１．学会（誌）発表 至昭和○年○月○日 （研究の背景）← （テーマ毎に記入） し，一連で数多くある場合は，それらの業績
学会誌掲載論文又は学会 ○○○○研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ を総合または集約したテーマをつける。

での講演要旨を整理する。 自昭和○年○月○日 ・・ ①について記載 ・・・・・・・・ なお，テーマ毎に新しいページにする。 －４ ）
至 現 在 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．公刊図書 ・・・・・・・・・・・・・・・。 共同研究者
一般に市販されている書 海外における研究 （研究の方法）← （ 〃 ） ① 研究の目的は何か

籍に掲載された論文，総説， 期間がある場合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ② 研究方法の創造性 などを明記する。
実用記事，広報記事等を整 ・ ②について記載 ・・・・・・・・ ③ 成果
理する。 科学技術庁○○在外 ・・・・・・・・・・・・・・・。 （ア 新しい技術開発 イ 新有用物質や
なお，単行本や定期刊行 研究員として （研究の成果）← （ 〃 ） 現象の発見 ウ 新優良品種の育成導入

物など図書又は雑誌の形式 ○○○○国 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ エ 新理論の確立 オ 実験手段，測定
や発表形態で区分するもの ○○○○研究所 ・・ ③について記載 ・・・・・・・・ 方法等の創案 カ 有用データの収集，
ではない。 自昭和○年○月○日 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 解析，考案）

至昭和○年○月○日 ・・ ・・・・・・・・・・・・。
３．機関誌発表 （研究に対する評価）← （ 〃 ）

国，地方公共団体，公庫 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 農業への寄与 ２ 科学上の寄与
公団，大学，外国政府機関， ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 研究推進のための寄与
国際機関等から発表された ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ の観点から利益性，貢献度を適切に表現する。
研究報告，年報などの刊行 ・・ ・・・・・・・・・・・・。
物登載論文，総説，研究資 （研究の分担）← （ 〃 ）
料などを整理する。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 共同研究をし，候補者が分担した業績（企画
なお，企画部門等におい ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 立案，試料採取，各種分析，現地調査，結果

て研究総括検討会議資料， ・・・・・・・・・・・・・・・。 の取りまとめ等）を明確に記載する。
研究推進構想資料等を任務
として取りまとめ発表した （学会（誌）発表） １）・・・・・・について 昭和○年○月 〇農林 太郎
ものを含む。 ・・・・・・・・・・・について ○○学会紀事○巻 ↑山田 二郎

↑ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ○○～○○
４．その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・。 ↑

上記以外のもので，研究 共同研究者は，発表誌の登載順に
実績をもとに取りまとめ， タイトルが同じ場合は 主たる業績は２～３ 記載し，主任担当者に○印を付け 農林 太郎
成果又は資料として発表又 サブタイトルを付ける 行の解説を加える。 る。 山田 二郎
は公開されたものを整理す か，解説を加え違いを なお，重要度の低 なお，単独発表の場合も必ず本
る。 はっきりさせる。 い業績は省略可。 人の名前を記入し，○印を付ける。
例 特許実用新案

新聞記事 ↓
農業技術の普及資料 ２）・・・・・・について（講演要旨）← 講演要旨 昭和○年○月 〇農林 太郎
研修テキスト 等 ・・・・・・・・・・・について の場合 ○○○○学会

講演要旨集第○集 農林 太郎
Ｐ○○～○○

○ 業績整理順
各区分内の業績記載順は， ３）abcdefg hijk lmno pqrst 昭和○年○月 〇農林 太郎

学会誌や所報告のような重要 (・・・・・・について) ← 外国語の場合は abcdefg （和 訳） A.B.Cdefgh
度の高いものを先に記載し， 和訳する。 ○巻○号 (カタカナ)
口頭発表等は，その後に記載 Ｐ○○～○○
すること。 農林 太郎

４）・・・・・・について 昭和○年○月 〇農林 太郎 A.B.Cdefgh
○○報告（投稿中） カタカナ)

投稿中の場合はその旨記載し，発 ○号 ↑
行予定年月及び巻号を記載する。 発行予定 ○年○月
なお，必ず受理書を添付の事。 ↑

（公刊図書） １）・・・・・・について 公刊図書の場合 昭和○年○月 〇農林 太郎
は誌名及び発行 → 「○○の○○」 山田 二郎
元を記載する。 （○○○堂）

注意事項 Ｐ○○～○○

１．同一業績を学会誌に ◎ 以下「学会（誌）発表」の例と同様に業績整理区分毎に業績を列記する。
掲載後，機関誌に掲載 なお，テーマ毎に新しいページとすること。
した場合等は主要な方
で区分してダブル記載
しない。 （機関誌発表） １）・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

２．主任担当者の○印に ２）・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
ついては共同研究者の ３）・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
中で食い違いのないよ
うに注意すること。 （その他） １）・・・・・・・・・ ・・

３．学術用語については， ２）・・・・・・・・・
事務担当者が理解でき ３）・・・・・・・・・ ・ 主任担当
るよう別紙により解説 業績数
すること。 → ( ４ )

ページ番号は ↓
振らないこと。 合 計 ○○点（○○）

学会（誌）発表 ○○点（○○）
公 刊 図 書 ○○点（○○）
機 関 誌 発 表 ○○点（○○）

最終ページに業績の合計を入れる。 → そ の 他 ○○点（○○）



研 究 業 績 報 告

１） 研究業績としてリストアップするもの
① 研究業績とは，研究の成果であり，発表又は公開されたもの全てを示すもので，これを「学会

（誌）発表」「公刊図書」「機関誌発表」「その他」の４分類に区分し，リストアップするこ
と。

② プロジェクト研究などによって，１つの研究課題につき大規模に総合的に行われた共同研究で
は当人が成果の取りまとめを分担した部分の項目のテーマを明確にし，リストアップすること。

③ 分担して執筆又は取りまとめを行ったものは，当人の担当範囲の業績に係る部分のテーマを記
載すること。（単行本の場合も同じ）

２） 研究業績の整理区分
① 「学会（誌）発表」

学会誌掲載論文又は学会での講演要旨を整理すること。（講演要旨の場合は，テーマの末尾に
（講演要旨）と明記し，その後学会誌に掲載した場合は重複して記載しないこと。機関誌へ記載
した場合も同じ。）

② 「公刊図書」
一般に市販されている書籍に掲載された論文や総説，実用記事，広報記事等を整理すること。

（単行本や定期刊行物など図書又は雑誌の形式や発行形態で区分するのではない。）
例 「農業及び園芸」「農業技術」「生物と化学」「農業大事典」「畜産技術」「科学の領

域」「畜産コンサルタント」
③ 「機関誌発表」

国の機関，地方公共団体，公庫公団，大学，外国政府機関，国際機関等から発行された研究報
告，年報などの刊行物掲載論文，総説，研究資料などを整理すること。
なお，研究の連絡調整及び指導管理を任務とする企画調整部などの所属時に挙げた研究総括検

討会議資料，研究推進構想資料など並びに業務科における業務推進調査資料等いわゆる研究現場
から直接的に離れている研究者が，その本来的任務として取りまとめ発表したもの又は，検討資
料で研究の背景調査，事前評価，推進方策のうえで試験研究機関として重要なものは業績評価の
対象（「機関誌発表」）となるので，これらについてもリストアップすること。

④ 「その他」
上記①～③以外のもので，研究実績をもとに取りまとめ，成果又は資料として発表又は公開さ

れたものを整理すること。この例としては，特許実用新案，鑑定書，放送台本，新聞記事，農業
技術の普及資料，研修テキスト等がある。

３） 研究業績の記載方法
（順 序）
① 研究業績は優れて重要度の高いものから記載し，一連で数多くある場合には，それら業績を

総合又は集約したテーマを付けること。
② 次にその一連の業績を「学会（誌）発表」「公刊図書」「機関誌発表」「その他」の順に記

載すること。
また，発表時期が年代順にならなくても差し支えない。

（内 容）
① 背景・・・・・・・研究の目的は何か。
② 方法・・・・・・・研究方法の創造性
③ 成果及び評価・・・成果は

ア 新しい技術開発 イ 新有用物質や現象の発見 ウ 新優良品種の育成導入［優良新品
種の育成の場合の内容説明は（意義育種目標）（育成経過）（特性）（適地普及の実績又は見
込）を記載すること。］ エ 新理論の確立 オ 実験手段，測定方法等の創案 カ 有用デ
ータの収集，解析，考案などを明記する。
なお，研究成果が具体的に数多く挙がりにくい領域の研究を担当した者の場合は，当人の努



力の跡を記載すること。
評価は
ア 農業へ寄与、イ 科学上の寄与、ウ 研究推進のための寄与の観点

から利益性，貢献度を適切に表現する。
④ 発表した業績について・・・ 主たる業績については必ず解説を加える。

（簡潔に記載）
業績として，タイトルが同じ場合は，サブタイトルを付けるか，解説（簡潔に記載）で行き違

いを明らかにする。
同一業績（同一内容）を学会誌に掲載した後，機関誌に掲載した場合等は主要な方へ整理し，

ダブルは記載しないこと。

４） 研究実施機関及び期間
① 一連の研究を総合し集約したテーマごとに研究実施機関及び期間を記載すること。
② 研究実施機関は当人の所属機関を記載し，外国に長期派遣，留学等により研究を行った場合は

研究の実施機関を（ ）書きで併記すること。
③ 研究機関は，自・至の方式で，年月日まで記載すること。

５） 発表の時期及び方法
① 発表に時期は と記載すること。「平成○年○月」「平成○年○月」「平成○年○月」「平成○年○月」

発表の方法は，発表箇所がわかるよう を記載すること発表誌名，巻号及び頁等発表誌名，巻号及び頁等発表誌名，巻号及び頁等発表誌名，巻号及び頁等
② 公刊図書の場合は を必ず記載すること。発行所名発行所名発行所名発行所名
③ 投稿中ののものは と表示し， を記載すること。「投稿中」 「発行予定 年 月」「投稿中」 「発行予定 年 月」「投稿中」 「発行予定 年 月」「投稿中」 「発行予定 年 月」

なお，巻号がわかっているものはその巻号を記載し，投稿中である証明として を「受理書」「受理書」「受理書」「受理書」
添付すること。

６） 共同研究者
① 共同研究欄には必ず本人の氏名を記載すること。
② 共同研究者は発表誌による搭載順にすべての者を記載すること。
③ 業績の主任担当者には「○」印をつけて下さい。本人が単独で発表したものについては「○」

印をつけること。
なお，主任担当者の「○」印については同一のテーマを担当したグループの中でくい違いの

ないように過去（少なくとも２年～３年前まで）の昇格者及び今年度昇格候補者相互について
点検し，主任担当者がその都度異なることのないようにすること。

７） その他の留意事項
① 外国語は必ず（ ）書きで和訳すること。
② 記載内容については，事務担当者でも理解できるよう平易な表現を用いることとし，学術用語

については解説を別途用意すること。
③ 最終のページ下段の発表の時期及び方法欄に合計○点、学会（誌）発表○点、機関誌発表○点、

その他○点と列記することとし，それぞれ，その横に（ ）書きで主任担当業績（「○」印を
付したもの。）数を内書きすること。


